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１. はじめに 
 近年、アジアの各国においては、大規模空港の建設・

開港が相次ぎ、特に 2001 年３月に供用を開始した仁川

国際空港(以下、仁川という)は、金浦空港の代替空港と

しての役割にとどまらず、東アジアのゲートウェイ空港を

標榜し、成田国際空港(以下、成田という)や関西国際空

港(以下、関空という)を上回る規模を有している。 

 そのような中「このままでは、我が国の空港の利用者が

減少し、仁川を経由する旅客が急激に増大するのでは

ないか」という懸念が指摘されるようになった。今後の航

空政策を考える上で、周辺国も含めた航空需要動態を

把握しておくことが重要となっているが、そのような調査

は従来から十分に行われたことがない(なお、その先駆

けとして、東工大等では 2002 年度に「仁川国際空港に

おけるトランジット旅客流動調査」1)を実施している)。そこ

で、仁川国際空港公社の協力により、両国のデータを相

互利用することを前提としていて、仁川における乗継旅

客の実態についてアンケート調査を通じて把握し、これ

により仁川乗継旅客の流動や特性を把握・分析した。 

 

２. 仁川におけるアンケート調査方法等 
(１) 実施時期：平成 15 年 10 月２～８日の７日間 

(２) 実施場所：出国審査終了後の搭乗ラウンジ内 

(３) サンプル数：2,276 (サンプル率：4.7%) 

(４) 調査項目： 

国籍･居住地･性別･年齢･職業･目的･旅行形態･出発

地･目的地･直前/直後の都市･発着便名･往復/片道利 
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用の別･乗継理由･利用マイレージ数･運賃･運賃負担

者･座席クラス･直行便の有無･仁川での乗継経験･アジ

アの主要空港での乗継経験･仁川開港前の同一ＯＤで

の乗継経験 

 

３. アンケート調査結果 
(１) 基本属性 

 日本国籍の割合は全体の約 25％を占め、20 歳・30

歳代の旅客で半数以上を占め、職業別では会社員の

割合が最も多くなっている(図-１)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 基本属性 

(２) 仁川・成田・関空の総旅客と乗継旅客 

 仁川では 2,000 万人前後の旅客が利用し、10％強が

乗継旅客である。成田では 3,000 万人弱の旅客が利用

し、20％程度が乗継旅客である(図-２)。 

 

 

 

 

 

 

 

注：トランジット旅客数は到着・出発を各々1 人とした（以下同様） 

図－２ 総旅客数と乗継旅客数(2003 年)            
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(３) 仁川・成田・関空の旅客流動の全体像 

仁川空港を利用する乗継旅客は、2003 年において、

成田に比し約２／５、関空の約５倍であるが、成田の大

部分は「北米－アジア間」の旅客であり、その他のＯＤで

みるとほぼ同量である(図-３)。 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ ＯＤ別乗継旅客数（2003 年） 

仁川空港を利用する乗継旅客の約 90％は韓国系航

空会社を利用しており、成田では約 60％以上が米国系

航空会社の利用である(図-４)。 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 航空会社別乗継旅客数（2003 年） 

全体でみると、懸念されていたほど、東アジアのゲート

ウェイ空港として仁川空港の利用が急速に進んでいると

いう現状ではないといえる。しかし、「ヨーロッパ－アジア

間」「ヨーロッパ－オセアニア間」においては、利用旅客

も比較的多く増加傾向にあるなど、ＯＤによって傾向は

異なっていると思われる。次に、乗継旅客の特性をＯＤ

別にみていくこととする。 

 

(４) 仁川空港における乗継旅客の特性 

「北米－アジア間」では北米居住者が約 60％、「ヨー

ロッパ－アジア間」では日本居住者が約 60％を占め、

「ヨーロッパ－オセアニア間」では約 80％がヨーロッパ居

住者である(図-５)。「アジア－オセアニア間」では中国居

住者が約 50％を占めていること、「アジア内々」では約

50％が日本居住者であり中国居住者が約 15％を占める

のが特徴的である(図-５)。 

 

 

 

 

 

 

 

図－５ 居住地構成 

「アジア－オセアニア間」における中国居住者の利用

空港の半数以上は成田・関空との路線がないか極めて

少ない都市であり、「アジア内々」における日本居住者

の中国方面の旅行先も同様の傾向にある(図-６)。これ

は、仁川空港と中国特に北部とのネットワークが充実し

ているためであると考えられる(表-１)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－６ 中国関連旅客の特性 

表－１ 仁川空港における充実した中国路線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業構成については、全てのＯＤで会社員の割合が

高いが、その他をみると「ヨーロッパ－アジア間」「ヨーロ

ッパ－オセアニア間」において、学生・主婦等の非就業

者層の割合が高くなっているのが特徴的である(図-７)。 

 

「アジア－オセアニア間」に 
おける中国居住者の居住地内訳 

「アジア内々」における日本
居住者の中国方面旅行先内訳 
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図－７ 職業構成  

旅行目的の構成については、「北米－アジア間」では

家族・知人の訪問の割合が高く 40％近くを占め、「ヨー

ロッパ－アジア間」では観光の割合が半数近くを占めて

いる(図-８)。「ヨーロッパ－オセアニア間」では、業務の

割合が約５％と他のＯＤと比べて非常に小さい割合とな

っており、「アジア－オセアニア間」では「北米－アジア

間」と類似した構成になっている(図-８)。「アジア内々」

では業務の割合が約 40％と、他のＯＤに比べて最も大

きくなっている(図-８)。 

 

 

 

 

 

 

図－８ 旅行目的構成 

乗継理由については、全ＯＤで「運賃が安い」という回

答が最も多く、仁川を利用する旅客の基本的な理由とな

っている(図-９)。これは、乗継旅客のほとんどが韓国系

航空会社を利用しているためであると考えられる(図-４)。

それ以外の理由に着目すると、「北米－アジア間」では

他のＯＤに比べ「乗り継ぎが快適である」を理由とする割

合が大きく、「ヨーロッパ－アジア間」では「安い」という回

答割合が高く「パッケージツアーである」という理由を挙

げる旅客割合が他の路線に比べ多い(図-９)。 

 

 

 

 

 

 

注：複数回答可能であり、旅客数を 100%としているため合計が 100%を超える。 

図－９ 乗継理由構成 

 以上のようにＯＤ別に詳細にみていくと、「ヨーロッパ

－アジア間」「ヨーロッパ－オセアニア間」において、比

較的時間に余裕があると思われる旅客層が観光等を主

な目的として利用している。また、仁川空港開港後、デ

ルタ航空が大韓航空との共同運航を行い、仁川空港と

米国との路線を形成するようになり、一方成田との路線

を減便させる傾向がみられる(表-２)など、一部の旅客層

や航空会社では仁川空港を積極的に利用し始めている

兆候が伺える。 

表－２ 主な北米系航空会社の仁川開港前後に   
おける仁川・成田での出発便数の変化 

 

 

 

(５) 乗継利用の経験 

 今回のアンケート調査では今回の渡航のみならず、過

去の乗継経験について以下の３つの観点から調査した。 

a) 仁川空港における乗継経験 

 「北米－アジア間」「アジア－オセアニア間」では、複数

回利用している旅客が比較的多く、リピーターが多いこ

とが伺える(図-10)。 

 

 

 

 

 

図－10 仁川空港における乗継経験 

b) アジアの主要空港における乗継経験 

 「ヨーロッパ－アジア間」「ヨーロッパ－オセアニア間」

では、他の路線に比べ「利用したことがない」という回答

割合が大きい(図-11)。 

  

 

 

 

 

 

 

注：複数回答可能のため、回答数による割合を示す 

図－11 アジアの主要空港における乗継経験 
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 同一ＯＤの乗継経験者は、全体の 17％程度であり、こ

れらの旅客の複数回答による集計が以下のとおりである

(図-12)。これによると各路線において、アジアの各主要

空港を利用していた旅客が今回は仁川空港を利用して

いることから、仁川空港の開港により他の空港を乗継利

用していた旅客の一部が、新たに仁川空港を利用し始

めた兆候が伺える。 

 

 

 

 

 

 

注：複数回答可能のため、回答数による割合を示す 

図－12 仁川空港開港前の同一ＯＤにおける        
乗継経験 

４. 日本人出国旅客の出国方法の変化 
 仁川空港の開港前後で、我が国の国際航空旅客の出

国方法がどのように変化しているかを把握するため、「国

際航空旅客動態調査」2)のデータを用いて整理・分析し

た。なお、乗継旅客に着目するため、韓国を渡航目的

地とする旅客はデータから除外した。 

 我が国全体の出国者に占める仁川乗継利用旅客は

２％程度に過ぎず、また３大都市圏以外の地方居住者

でも３％程度で、全体としては仁川乗継利用の旅客は少

ないことが分かる(図-13)。ただし、方面別にみると地方

からヨーロッパ方面への出国旅客が、1.4％から 8.5％に

増加する(図-14)など、部分的には仁川乗継が利用され

始めていることが伺える。 

 

 

 

 

 

図－13 全国・地方別の出国時利用空港の変化 

 

 

 

 

図－14 欧州方面の出国時利用空港の変化 

 また、地方空港から仁川経由で出国する場合、乗継に

要する待ち時間等は、まちまちであり、必ずしも乗継旅

客を意識したダイヤ設定とはなっていないと考えられる

(表-３)。なお、大韓航空から「現段階では日本からの乗

継旅客を意識してダイヤ設定をしているわけではない。」

とのヒアリング結果も得ている。 

表－３ 地方空港から仁川空港乗継 

 

 

 

 

 

 

５. まとめ 
 現状では、仁川空港の開港により我が国の空港の利

用が減少し、仁川空港の利用が急激に進んでいるという

状況にはないといえる。しかし、一部では仁川空港を積

極的に利用しようとする兆候が伺え、今後も東アジアに

おける旅客流動に影響を与えていくと考えられる。 

 

６. おわりに 
 本調査は、仁川空港公社等韓国側の協力や意見交

換を行うことにより、従来では把握することが困難だった

海外の空港における乗継旅客の流動・特性を把握・分

析することができた。 

 今後は、仁川空港のみならずアジアの主要空港にお

ける状況を把握・分析することも考えつつ、東アジアに

おける旅客流動に関する調査を進めていく。 
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